
1 【活動紹介】 JLを知る

謬星三軍口』-ダ-杏.
tJ

芸
)がいると【JLの役割って 【JL

何 ?】

｢子どもたちを

楽しませる｡｣

｢子どもたちの

見本になる｡｣

｢大人と子どもの

架け橋｣

｢地域のために

活動する｡｣ 

JLの声

いいことは何?】

｢年齢が近いの

で子どもたちが

親しみやすい｡｣

｢明るくなる｡｣

｢地域活動に

役立ってくれる｡｣

大人の声

子どもたらの頼れるおねえさん ･おにいさん 

/l-

地域の子どもたちの活動をサポートする｡

子どもたちを楽しませる｡

ボランティアをする｡

p 二 子どもたちの手本となる｡

☆大人と子どもの橋渡し役｡

☆子ども会活動の応援･ボランティア｡

☆地域でのコミュニケーションづくりに一役買っている｡

将来､まちづくりに関わる人になってくれる｡

様々なかたちで､次世代のリーダーとなってほしい存

在｡

大人の方へワンポイント講座 1 JLはジュニアリーダーの省略形です｡
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…M Ŵ小 ～W∧八八 仙 ､ N,′W ､
言 動 ソ

… W仰 ､

大人の方へワンポイント講座 2 ｣, 高校生です｡L活動の中心は中学生 ･



3 【活動紹介】 JLを知る

地域によって JLCと地域の育成者･組織の関係は異なります｡ここでは JLCが活発

に活動している地域の例を下に図式化してみました｡この冊子をお読みいただいてい

る方は､ご自分の立場が LILCとどのような関係にあるのかを考える際に参考にしてい

ただきたいと思います｡

ジュニアリーダー活動と地域の関係 (例) 

JLと子ども会との関係

大人の力をできるだけ借りずに子どもが主体的に活動するのが子ども会活動です｡し

かし小学生(中にはそれ以下の年齢も)中心なので､その活動をサポートするために中

高生年齢の若者が活躍するようになりました｡それが JLの始まりです｡やがて JLCとい

う組織になりました｡行事の企画の話し合いや実際の行事の運営の際に子どもたちをサ

ポートしています｡青少年主管課が事務局になっていて､単位子ども会などから青少年

主管課に派遣依頼があると､JLCに派遣要請をして､クラブのメンバーがサポート役とし

て派遣されるという仕組みにしているところが多いようです｡JL Cが子ども会組織の中に

ある場合､子ども会の育成者が JLC担当として支援･指導に当たっています｡ 

. 大人の方へワンポイント講座 3 
JLCはジュニアリーダーズクラブの省略形です｡



4LILを矢口る 活動紹介】 【

JLとSL (シニア リー リーダー)との関係 

JLを卒業 (高卒の際が多い)しても JLCの活動に関わる人が SLと呼

ばれます｡主にJLの支援･指導をする役割です｡中には SLCという組

織を起ち上げ､独自の活動をしているところもあります｡ 

JLと青少年指ヰ鼻との関係 

JLCが子ども会組織と独立していて､青少年主管課が事務局の場

合など(巻末資料参照)､県･市町から委嘱されている青少年精薄員

がJLCを支援弓旨導しているところがあります｡

JLと青少年主管課 との関係

青少年主管課が JLCの事務局になっているところ(巻末資料参照)

だけでなく子ども会連絡協議会が事務局になっているところも､主管課

にJL C担当が配置されているところがほとんどです｡その場合､担当

者が JLC活動に関わっています｡中には JLCの活動を見守るだけでな

くクラブ全体やメンバー個人にも積極的に支援弓旨導をしている場合が

あります｡J LCの活性化に担当者が深く関わっています｡ 

様JLが活躍する代表的な行事･活動 活動事例の目次
子ど古金力lら滋射

｢新入生歓迎会｣､ミ子ども会の高学年が企画した行事のサポート

れる行事 ■,5身.･

｢クリスマス会 Jtec

6･5

座間市 JLCの場合

日. ページ

をします｡企画の段階のサポートもあります｡

｣なゲームをリードすることが多いようです｡

青少年甜
｢市民祭り

平塚市 JLCの場合

日･ 7.8ページ貞と m彪 ti 行事 ■,EM5 .･ 
Jtec｢ウオークラリー大会 

市民祭りでは､ブースを任されることがありま 南足柄市 JLC

∴
L̂tl

す｡例えばバルーンアート｡ウオークラリー大 の場合

会では課題設定や当日の運営補助などです｡ 日･9･ 10ページ

W･遷宮を圧される行事 ■,=.･身

tec｢サマーキャンプ｣ 

企画､下見から当日の運営までを J萄に関わり､当日は大人がサポートします｡

二宮町 SLCの場合

･.･11･ 12ページLが主体的

あおば RLCの場合

大人の方へワンポイント講座 4 日･13.14ページ
sLとは一般的に高校卒業後の年代以降の若者をいいます｡



5 【活動紹介】 座間市

報 』』e零◎専守診詔

正しは座市ュアー 虚聞帝◎場合》
く｢間ジニリダー野外研修会｣ ≪

還28:二0	 番野球甲Q
参加(46 0 とJLC(ジュアダズラ約0)SC者小-年生約8人) ニリーークブ3人&L(シニアリーダーズクラブ約10人)&育成者(約10人)はここで､初めてご対面～ /

●●● ･座間市立清川自然の村到着&入村の

13･･●､･ト′i 
● 

つどい 1:0IJ	 
大事

/'
自然の村でのルールをゲット(

I- なオリエンテーション)

●･ 1:5川あそぴ 24

●- 水しぶきを上げながら､子どもも大

ヽ 人も､みんなサイコ～ /(o 〈 )〈 

･プチ運動会 441:5●	 l● JLC得意の運動系レクゲーム/
-!･･ 

●
･夕食づくり 16:30':･･･Jl･. 定番カレーライス作り&カレーライス

コンテスト｡ 

｢どれも､美味しいけれど､微妙な味

の差が日.｣

カレーライスコンテストA審査員談


･きもだめし( 93夜イベント) 1.0


仕掛け人はJLC｡

怖すぎて直前キャンセル続出 /
 

-軸 ヤ‥‥ 【2日目】

･ラジオ体操 6･30 

l 大大大昔からの朝のけじめ｡

竜∵ 志2%g'' . . で味わおう3忘:&欝 35囲気を自然榊

お店屋さんがいっぱいで超楽し～い〝


伽 T､IJNr蹄･ (ヨーヨー釣り､ジュース､お絵かきせんべい､お菓


子釣り､フランクフルト&ハッシュドポテト､マカロニサラダ､焼きそば､ポップコーン､豚


汁､チョコレートフォンデュ､炊き込みご飯のおにぎり､バイキングパフェ&ポンチ) 

byJLC､SLC､育成者



座間市 【活動紹介】 

･工作レク 1:043

フォトフレーム作り(指導はJLC)

･夕食づくり 16二30
お子様ランチ風ワンプレートディナー(煮込

みハンバーグ､ごはん､サラダ､デザート)

.古tt っ→■r･ 
+■●

(.LTコ
｣
ユ 

, ‥ ･キャンプファイヤー 19二30 
JLCがメインでSLCはバックアップ､

育成者はそのまたバックアップという

力関係の中､厳粛な点火セレモニー 
(火の神様登場 !)から涙の団結コー

ルまで大盛り上がり｡

消灯 ( 10???) 2:0

6

【3日日】

･ラジオ体操 :063

朝一から♪メロディーで､自然に体が動

くって､すごくない?

･撤収開始 :080

これがまた､結構大変日･ 
t閉村のつどい :093

キャンプの思い出づくりの最終章｡

やんちゃな子どももしばし感動 /
･帰着 &お別れの会 

Seeyounextsummer. 

(ただし､6年生はJLCとしてね)

☆☆☆育成青く市子連役員)の声☆☆☆ 

このキャンプでは､子どもたち(JL)の自主性を大切にしています｡プログラム

内容や進行関係､食事のメニューまで自分たちで決めたものに責任を負うという､

普段の生活では経験できない緊張感をJ･｣は感じていると思いますよ｡キャンプを

通し､子どもたちは多くのことを感じたり学んだリしたと思いますが､私自身も､自

然の中で､人と触れあうことは､とても素敵だと気付かされました｡

- 二____ノ

このページは､座間市青少年課の伊藤さんにお書きいただきました｡ 

l



7 【活動紹介】 平塚市

☆県飾乗法倫 芸慧☆

串原帝鹿部地帯


この事業は､｢平塚市ジュニア･リーダーズクラブ｣

のクラブ生を県外 (福島県郡山市)へ派遣し､交流

や体験活動を通してお互いの理解を深め､ジュニ

ア ･リーダーとしての資質の向上を図ることによ

り､今後の青少年活動に積極的に活かしてもらう

ことを目的としています｡

大人とJLは､それぞれ

こんなことをしました


大 人 ジュニアリーダー 

4月 ･日程確認 

5月 .受入研修内容決定本研修時のバス借上依頼L･･･s派遣依頼

6月 ･参加申し込み受付 ･参加申し込み
･参加者決定 ･JLC内声かけ 

･sLと事前研修について打ち合わせ ･事前研修参加

郡山市と受入研修. ･･代表生決定
7月 ･･必要物品確認､注文本研修について調整 受入研修プログラム打ち合わせ
･事前研修(中旬/日帰り) ･受入研修準備
･受入研修(下旬/1泊2日@平塚市) ･受入研修参加 

8月 ･本研修(上旬/2泊3日@郡山市) ･本研修参加

この研修は唯一､平塚市のJLが県外のJLたちと交流することができる研修です｡

そのため､同じプログラムでも自分たちとは違うやり方を学ぶことができ､お互いに

とてもいい刺激になっていると思います｡この研修で得た一番大きなことは､素晴ら

しい仲間ができたことだと思います｡すぐに会える距離ではありませんが､距離に負

けない粋ができたと思います｡いつまでもその秤を大切にしてほしいと思います｡



8平塚市 【活動紹介】 

回琶

★事前研修★ 

tAM 研修内容の説明｡


この研修担当のSLが講師となり､


郡山市と平塚市について学ぶ｡


主にグループワーク｡


M:受入研修でのプログラム決定｡


キャンドルファイヤー(キャンプファ


イヤ-)のプログラム決定O
 

.. ★受入研修★ 
_ i 

l ~

平塚市のJLが運営｡

★本研修 ★

･湖水レク･そば打ち体験･キャンプファイヤー･

血闇

･p

･この研修 は･事前研修で決定したプログラムを

別対抗ゲーム･野外炊事･キャンドルファイヤー･･班

花火大会などを実施｡

･この研修は､郡山市の が運営｡JL

郡山市内見学･レクダンスなどを実施｡

★事後研修★

･p

･AM:反省･感想の発表｡


今回の研修で得たこと､今後それをどう活かしていくか参加者が発表｡


M:研修報告書の作成｡ 

J☆J☆J☆J☆J☆ 参加したJLの声 ☆J☆J☆J☆J☆
･今回の研修で､特に学んだのは｢自分に自信を持つ !｣.ことです｡もっと自信を持って ∫

積極的に行動できるようになりたいです｡この研修に参加して本当によかったと思いま

したO(中2)

･沢山の人と出会って､沢山のことを学び､沢山の思い出ができました｡今回すごく成長

することができたと思います !(中3)

･平塚と郡山の違いがたくさん分かったし､とにかく楽しかった !(高1)

･この研修でJLとして自分自身に足りないところが分かりました｡今回学んだことを

次に活かせるようにしようと思います｡(高2)


このページは､平塚市青少年課の三簾さんにお書きいただきました｡
 

_ 
P
.
L 



9 【活動紹介】 南足柄市

ス
J1-Ir-77=
ジュ
 7
南風蘭帝』』Cが智恵㊨夢暦

Jl弓
 

事虞 
l九年
度

本格的活動開場

総会､定例会､青少年指導員合同研

修会､交流会､JL育成研修会､地域ボ

南風弓調布 』也e潜

全国植樹祭プレイベントに向けて､プラ

ンタ-づくり日.青少年指導員さんと-

お泊まり保育のサポート日･

子どもたちも大喜び

南足柄市JLの活動の特徴は地域ボランティア活動により多く取り組んでいること

です｡どの活動も好評を得ています｡

青少年指導員さんにお話を伺った際に､ ｢自分たちも楽しんでいる｣｢ジュニア

リーダーの子たちが好き｣なんだなという印象でした｡



南足柄市 【活動紹介】 10

こんにち惨｡ いただいたと感じています｡｣

7-土JLです｡ プーさん｢JLの募集･育成者の募集はどう

l-7r しましたか?｣今日惨･･ユニ7 
ダースJ?弓 7 (以下 きゆ-び-さん｢高校生ではなく中学生か

J L C亡妻 妃 し 手 らの育成を考えていたので､市内の中

す｡)の蕎足を担当し 学 1-3年生全員にチラシを配布､市の

職員の告JI
早速at蓋を伺ってて
-ぴ一きんに来ていたただ
いいす｡

53

手手

し 

31

広報誌への掲載､育成研修経験者への

勧誘を行いましたCまた､青少年指導員

連絡協議会の中にジュニアリーダー育■う

を発足ささせよううと

｡
成部会を作りました｡｣

プーん｢どしてJLC プ-さん｢活動をする上でどんなことを心

思ったのですか?｣ がけましたか?｣

きゆぴ--
アリダーー育成研修会を実施ていま

きゆ-ぴ-さん｢楽しみながら活動できるさん｢中学1年生対象のジュニ
しし

た

ことですね｡活動を楽しみつつ達成感を

そして青少年員指指導導ののもと
｡
中学2生の1年年間でフォローアップ研 すし､楽しければまた次の活動に参加し

修として中学校区別にボランティア活動 てくれますから｡｣

を行っていましたこの研修がが｡､
っしうと活動が継続されてていまませ

終

わ

得られればよいというJLの意見もありま

プーさん｢やはり楽しくないと長続きしませ

んよね｡長続きさせるために何か工夫し

｣ ていますか?｣

プーさん｢おや

んでした｡
きゆ-ぴ-さん｢名札に星印をつけ､会員それはもったないいよう､

な｣ を継続すると星が増えていくようにしま

きゆぴさ｢うなんんですよそそれに

翌年活動しといいう参加者もも現れ

JLCを起ち上げ活動のの継続

たた

で
､､

仰

が

性

を

--､

考持ようとまえたたせし｣｡

うして青少年指導員さんにに協力を

れたんですか?｣

した｡｣

プ-さん｢それはモチベーションアップにつ

ながりますね｡｣

きゆ-ぴ-さん｢そのおかげか途中でやめ

どんんなふプーさ｢起ち上げに際しては､
た会員はいません｡｣

プーさん｢なるほど･-今日は本当にあり

がとうございました｡｣ 

｡､

さん｢県下では青少年指導員きゆぴ--
JL育成を担ってるケースがが多いいと

'7一三A.のつぶやe ･･I

説明しし青少年の健全育成

は中高生にに活躍してもらうのがいい

ままたた 壬 rp-ぴ一さん自身が楽しとうで.や

る気と熱意を感じさした｡貴IP年揺導

と
､

プ｢青少年指導員皆ささんんのの反応
｡｣

次世代育成にもつながると説明しして
協力をお願いましした
､

きゆぴ--

はいかがでした?｣

さん｢南足柄市では以前から青

少年指導員がJL育成に関わっていたこ
他市状況を見て青少年指導員のの

員の方たちにもaI話を伺い手した｡と

の時､青IJL年指導員士ん自身も楽しん

で活動していると感じられ手した｡J 
Lと青少年積導兵士んとの関係もS 
<(研修会捗いつも一緒だとうです).

現在も活発な活動が行われているS

うです｡

育成の必要性を感じていた人が

いたこともあっ､
気持ちよく引き受けてて

中にJL
うございました｡

日･みなさん､取材へのご協力ありがと



ll 【活動紹介】 二宮町

魯鮎払静物細紺馳馴
ク書評叩口留口毘@守笥o霧画象 
(高校生以上 ) (中学生サークル) 

r地域活動に若者の^ or7-を t｣をキャッチフレーズに活動活性化

パイロットモデル事業を実施 しました｡

二宮町では､地域活動の活性化を図るためには､地域活動に若者のパワー

を注入することが大事だと考えました｡そのパワーを､大人のお手伝いでは

なく､自主的に企画･運営する形で発揮してもらうために若者と大人の合同で

｢地域活動活性化研修会｣を開催しました｡若者は子ども会の活動などに協力して

くれている高校生以上の｢二宮町シニアリーダースクラブ｣メンバ-や､中学生サー

クル｢恵友会｣メンバーから有志を募り､大人は青少年指導員さんや子ども会育成

会の役員さんなど､地域で子ども達の活動を支えてくれている方々です｡

様々t3枚閑をJ II177I
県立青少年センターにより､3回シ

リーズの研修会が企画されました｡1

回目､いきなりのハプニング !講師の

先生が体調を崩されてキャンセルに

なりました｡先進的な子どもの参画事

例である千葉県佐倉市の｢ミニさくら｣

を紹介していただく予定でしたが､県

立青少年センターの方に素晴らしい

代役を果たしていただきました｡｢子ど

もの参画｣の重要性を理解して､次回

以降に弾みをつけることができまし

た｡

2･ 3回目の講師の方からは､難し

い宿題 をいただきました｡｢ワーク

ショップで出てきたアイディアは､実現

させてこそ研修会の成果だ !｣という

ものでした｡そこで､間近に迫ってい

た毎年恒例の｢子ども会祭り｣の一部

の場所･時間をお借りして､研修会の

成果を発揮してもらうことに !関係者

の方々には､場所の調整など､いろ

いろとご迷惑をおかけしました｡

＼L
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いつもは難しいだけのワークショップも､実

現可能なプログラムを考えるのだから盛り上

がり方が違います｡

中学生たち･高校生たちから､自分たちで何

ができるのか､与えられた時間と場所を最大

限に活用して､様々なアイディアが出てきまし

た｡

もちろんサポートする大人たちからも､子ど

もたちから時間と場所を奪い取るような意気

込みで､アイディアをより具体化するためのヒ

ントをいただきました｡ 
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若 者 が 拳 画 し て ｢子 e:も 会 景 LJ｣ が 盛 LJ上 が り 手 し た J

｢子 ども会 祭 り｣当 日 は ､二 宮 町 シ ー 一

二アリーダースクラブによる｢ペタペ タ ･

ダーツ｣のブー スが 設 け られ ､子 ども

達にも大好評 !中 学 生 サ ー クル ｢恵

友会｣のメンバーは ｢勝 手 に遊 撃 隊 ｣

を組織し､会場内を着ぐるみ で回 りな

がら､スタンプラリーの台紙を配った _._= L_

リして大忙し｡ステージでは､シニア t.. ･) ▼ i

リーダースクラブと恵友会による｢ダ I..
ンスパフォーマンス｣が行われ､この -.

日のために練習した成果を十分に発 -

拝し､会場内の子ども達を巻き込んで盛り上がりました｡

そういえば､大人の参画はどこに ?いえいえ､青少年指導員さんや子ども会

育成会の役員さんたちに､ちや-んと見守っていただきました｡この場を借りて

御礼申し上げます｡ 
_._______.｣

この文章は､二宮町生涯学習課の志賀さんにお書きいただきました｡
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デーさんa 直撃インタビュー

至至三千≡,-'≡=t_TI一号 Iテ il?･::: 妻-:-:--
※あおレク-あおばレクリエーションリーダー倶楽部の通称

インタビューに答えてくれた方たち

あおレクのメンバー:べんぞ-(代表､大学生､男性)､ぴょん (前代表､大学生､男性)､

さとか (高3､女性)､:ひ-やん(青葉区地域振興課の担当者､新卒2年目若手､女性) 

(1)一言で言うとあおレクってどんなクラブ?

ぴょん :中学生から大学生で構成され､大学生 10人程度が中心となって活動して

います｡

べんぞ～ :学生を中心として､8月に実施しているサマーキャンプの中身を企画し

て行っている楽しい団体｡

ひ-やん:地域の子どもたちと遊.Sにとが大好きな純粋で一所懸命な団体です｡と

ても貴重な人材であると感じています｡ 

(2)あおレクのメインとなる活動｢サマーキャンプ｣のサ Jは?

さとか :私は小学校5年の時､友だちと一緒にサマーキャンプに参加しました｡知ら

ない人が多く､違う学校のいろいろな子たちと夜寝ないでお話したことが印象に

残っています｡川遊びやキャンプファイヤーも楽しかったです｡

ぺんぞ～ :子どもには感想文を書いてもらって､文集を作成して後日子どもに配布

しています｡

さとか･まだそのときの文集を持って

います｡今でもそのときの友だちと

交流があります｡キャンプのときに

リーダーに憧れを持って､自分も

やってみたいと思い中学入学後､

あおレクに入会しました｡
 

(3)活動を続けていてよかったと思うこと

は?

べんぞ-:子どもたちにかっこよかっ

たとかすごい良かったと言われた

とき､感想文に書いてくれるとさらにうれしくなります｡


さとか :楽しかったと言ってくれるとうれしいですOまた挨拶ができるようになったと

か､野外炊事をやったりしますが､家で料理を作ることができたなどと言われると

キャンプをやった甲斐があると感じますO
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ぴょん :自分は規律を重んじてい

て厳しくしているのですが､ふ

と自分が笑顔になったのを子

どもが見ていて､ああいう顔好

きだよとか言ってくれると､子ど

もは見てくれているんだなと

ほっとします｡
 

(4)活動を続けていて大変なことは ?
ぴょん :ミーティングを何度も開

き､かなりの時間をかけていま

す｡無駄な時間のような気がし

ますが､いいキャンプをしたいという思いが強い人や妥協したくないと思っている

人が多いようです｡ですから議論して合意するまでに時間がかかります｡この時

間がかかることが大変ですね｡でも､子どもにとってはそれだけ思い出に残る

キャンプになっています｡

さとか :あおレクの活動と勉強や部活動､バイトとの両立が大変です｡ 

(5)あおレクの活動の今後の課題は ?
ぴょん :大人 (青少年指導員､体育指導委員)の人たちと信頼関係が上手く築けて

いないことです｡毎回自分たちのミーティングに出てもらえると理解してもらえる

と思います｡年W通して直接あおレクに関わってくれている大人がいません｡部

活動でいう顧問のような存在がいてはしいですね.そこで自分は社会人になっ

てもクラブに残り､活動をしていきたいと考えています｡地域や大人たちとの調整

役･折衝役として活動するのが自分の役割だと思います｡

サマ-キャンプは子どもたちのためにぜひ続けていきたいと思っています｡ 

(6)ひ-やんはあおレクのメンバーとどのように関わってきましたか ?
ひ-やん :個人的な相談やあおレクの活動に関する悩みを打ち明けてくれるメン

バーもいて､よく話を聞き彼らの力になりたいと感じていました｡しかし､市の職員

として年の近い彼らとどう接するべきか悩むことも多くありました｡最初は地域の

大人たちとの橋渡しができればと思いましたが､実際にはなかなか難しいと感じ

ています｡キャンプに参加して大変だったことは技術的な手助けがあまりできな

かったことや､大人たちとあおレクの連絡調整役としてうまくいかなかったことで

す｡

今後は地域の大人とあおレクが協力していける関係づくりをサポートしていきた

いと感じています｡

プ-さん･みなさん､取材へのご協力ありがとうございました｡


